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大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

【
特
集
】
家
庭
や
地
域
で
取
り
組
む
防
災
対
策
を
！
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●
避
難
勧
告
発
令
で
の
住
民
誘
導

　
や
避
難
援
護
の
訓
練
を
実
施

　
６
月
22
日
（
日
）、
西
寒
野
区

自
主
防
災
会
（
遠
山
敏
勝
区
長
・

１
５
６
世
帯
）
で
は
、
同
区
の
住

民
を
対
象
に
自
主
防
災
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
大
雨
・
洪
水
警
報
が

発
令
さ
れ
緑
川
の
増
水
・
氾
濫

（
は
ん
ら
ん
）
に
よ
る
水
害
お
よ

び
土
砂
崩
れ
災
害
が
発
生
し
、
同

区
内
の
道
路
の
一
部
が
冠
水
し
通

行
不
可
能
と
な
り
、
各
組
に
負
傷

者
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
防
災
行
政
無
線
で
の
避
難
勧

告
発
令
後
、
す
ぐ
に
自
主
防
災
会

役
員
が
避
難
所
の
西
寒
野
公
民
館

に
集
合
し
、
災
害
対
策
本
部
を
設

置
。
住
民
の
避
難
誘
導
や
負
傷
者

の
避
難
援
護
を
行
い
ま
し
た
。

　
約
80
人
の
住
民
の
避
難
が
終
了

し
、
避
難
状
況
の
確
認
・
報
告
ま

で
行
い
訓
練
は
終
了
。
集
ま
っ
た

住
民
に
対
し
て
、
遠
山
区
長
は

「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
か
ら
こ
そ
、
日
ご
ろ
か
ら
の

防
災
へ
の
意
識
付
け
が
大
切
で

す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

●
避
難
所
の
災
害
用
物
資
や
消
火

　
器
な
ど
の
取
り
扱
い
を
確
認

　
そ
の
後
、
避
難
所
に
設
置
し
て

あ
る
災
害
用
物
資
の
確
認
や
地
元

消
防
団
に
よ
る
消
火
器
の
取
扱
い

に
つ
い
て
の
講
習
、
停
電
時
に
公

民
館
で
使
用
す
る
発
電
機
の
取
扱

い
方
法
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
住
民
は
「
こ
れ
か
ら

大
雨
な
ど
で
災
害
が
起
き
る
可
能

性
が
高
く
な
る
時
期
な
の
で
、
地

域
全
体
で
訓
練
や
物
資
の
確
認
な

ど
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

平
成
24
年
７
月
に
起
こ
っ
た
「
九
州
北
部
豪
雨
」
で
は
、
県
内

で
も
水
害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や
洪
水
、
土
砂
災
害
な
ど
に
、
特

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
防

災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
取
り
組
む
防
災
対
策
を
！

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

西寒野区長

遠山 敏勝さん

　自主防災組織の良い
所は、実際に災害が起
こったときの避難経路
を住民全体が把握・確
認できることです。今
回の訓練で、住民の皆
さんに災害への意識付
けをしてもらい、もし
ものときにどう行動す
ればよいか戸惑わない
ようにして、被害を未
然に防ぐことができれ
ばと思います。

大
雨
に
よ
る
緑
川
で
の
水
害
を
想
定
し
た
避
難
活
動

防
災
に
関
す
る
研
修
会
と
要
援
護
者
の
救
助
・
支
援
訓
練

西
寒
野
区
自
主
防
災
会
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●
防
災
や
防
犯
、
交
通
安
全
に
関
す

　
る
研
修
を
受
講

　
６
月
８
日
（
日
）、
下
豊
内
区

自
主
防
災
会
（
甲
斐
博
区
長
・

１
２
２
世
帯
）
で
は
、
同
区
住
民

を
対
象
と
し
た
防
災
研
修
会
と
地

域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
避
難

訓
練
を
下
豊
内
公
民
館
で
行
な
い

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
町
く
ら
し
安
全

推
進
室
の
清
水
明
室
長
を
講
師
と

し
て
、
防
災
や
防
犯
に
つ
い
て
の

対
策
法
な
ど
を
説
明
し
、
日
ご
ろ

か
ら
身
の
回
り
で
気
を
付
け
る
点

を
確
認
し
ま
し
た
。
甲
斐
区
長
は

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
や
、
災

害
が
発
生
し
た
と
き
の
行
動
な
ど

を
住
民
に
注
意
し
ま
し
た
。

●
要
援
護
者
の
救
助
訓
練
や
非
常
時

　
持
出
品
確
認
を
支
援

　
避
難
訓
練
は
、
集
中
豪
雨
に
よ

る
地
域
内
の
河
川
の
氾
濫
（
は
ん

ら
ん
）、
土
石
流
の
発
生
と
が
け

崩
れ
の
危
険
が
生
じ
た
こ
と
を
想

定
。
訓
練
の
テ
ー
マ
に
、
高
齢
者

な
ど
の
災
害
時
の
避
難
に
お
い
て

支
援
を
必
要
と
す
る
「
要
援
護

者
」
の
救
助
を
掲
げ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
災
害
発
生
の
号
令
を
合

図
に
、
同
会
役
員
と
地
元
消
防
団

員
が
要
援
護
者
で
あ
る
高
齢
者
宅

へ
向
か
い
ま
し
た
。
同
会
役
員
は

高
齢
者
の
救
助
と
同
時
に
、
高
齢

者
の
自
宅
で
非
常
時
の
持
出
品
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
行
い
、
日
ご
ろ

の
防
災
へ
の
備
え
を
点
検
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
避
難
場
所
の
「
町

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
」
に
避
難
誘

導
し
、
避
難
状
況
の
確
認
を
し
ま

し
た
。

　
訓
練
終
了
後
、
甲
斐
区
長
は

「
災
害
な
ど
の
緊
急
な
と
き
は
、

訓
練
ど
お
り
に
行
動
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
日
ご

ろ
か
ら
備
え
を
し
て
、
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
を
第
一
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
」
と
住
民
に
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　
同
区
で
は
毎
年
６
月
と
12
月
に

防
災
訓
練
を
行
い
、
住
民
の
災
害

対
策
へ
の
意
識
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

下豊内区長

甲斐 博さん

防災特集・大切な命を守るために災害への備えは万全ですか？

■「自主防災組織」とは

　自主防災組織とは、「自分たちの
地域は自分たちで守る」という共通
の目的を持って、地域の人たちが自
発的に結成する防災のための組織で
す。
　災害が起こったときに消防団員な
どが現場に到着するまでの間、地域
の人たちが協力しながら人命の救助
や消火活動をして、被害を最小限に
とどめるために作られています。

■「自主防災組織」の必要性

　災害が発生した場合、消防署など

の防災関係機関は全力で防災活動を
行いますが、災害によっては情報
網・交通網の寸断、同時に多発する
火災などの悪条件が発生し、その活
動機能の低下が予想されます。この
ような事態に直面したとき、地域が
まずは自分たちで消火・救出救護活
動などを行わなければなりません。
このために自主防災組織を結成し、
日ごろから訓練を積み重ねておくこ
とが必要となります。

■組織づくりから活動までの手順

①自治会の総会などで、自主防災組
　織の必要性を話し合う。

②町（くらし安全推進室）や消防署
　に相談し、結成方法や防災計画の
　立て方などを説明してもらう。
③自治会員に組織結成の主旨や活動
　内容などを説明し、同意を得る。

　結成後は、活動計画書や情報連絡
網などを作成し、住民に周知します。
また、定期的に防災訓練を行い、組
織の防災活動の強化を行います。
　この「自主防災組織」は、災害発
生時に最も頼りになる地域住民同士
の助け合いを組織化したものです。
　いつやってくるか分からない災害
に、地域ぐるみで備えましょう。

自主防災組織を作ろう  〜自分たちの地域は自分たちで守る〜

防
災
に
関
す
る
研
修
会
と
要
援
護
者
の
救
助
・
支
援
訓
練

下
豊
内
区
自
主
防
災
会

　下豊内区は南谷川や湯田川、

免の山などの災害発生の可能

性が高い場所がたくさんあり

ます。そのため、住民全員に

非常持出品の準備や避難時の

安全確保などを行い、防災へ

の意識を強く持ってもらうこ

とを目標にしています。もし

ものときに助け合う「共働の

精神」を持つことで、住民同

士の結束を強くし、より良い

集落づくりにもつなげていけ

たらと思います。
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皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
災
害
に
対
し

て
何
か
備
え
を
し
て
い
ま
す
か
。「
準
備
を

し
な
く
て
は
…
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
つ

い
つ
い
先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

災
害
に
備
え
て
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
全
員
で
、
避
難
所
を
確
認
し
よ
う

　
家
族
全
員
で
、
避
難
所
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
避
難
す
る
と
き
は
、
安
全

な
避
難
経
路
を
通
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
土
砂
崩
れ
が
起
き
や
す
い
な
ど

の
危
険
な
場
所
も
合
わ
せ
て
確
認
し
、
安

全
に
避
難
で
き
る
道
順
も
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
台
風
の
際
に
は
事
前
確
認
を
し
よ
う

　
台
風
の
と
き
に
は
む
や
み
に
外
出
す
る

と
危
険
な
た
め
、
事
前
に
家
の
補
強
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
雨
戸
は
き
ち
ん
と
閉

ま
る
か
、
瓦
が
外
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、

も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

　
災
害
発
生
後
は
、
道
路
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
寸
断
さ
れ
、
物
資
や
情
報
の
流
通
が

途
絶
え
、
地
域
が
孤
立
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
で
、
最
低
限
必
要

な
水
や
食
料
な
ど
非
常
持
出
品
を
備
え
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
気
象
注
意
報
・
警
報
、

河
川
水
位
情
報
、
避
難
勧
告
な
ど
を
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
に
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー

ル
や
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
、
気
象
情

報
や
土
砂
災
害
危
険
度
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

て
、
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●熊本県防災情報メールサービス

　県が配信する防災情報サービスです。
気象注意報・警報、河川水位情報、避
難勧告などをメールでお知らせします。
　entry@anshin.pref.kumamoto.jp に
空メールを送信して、事前登録してく
ださい。

●デジタルテレビ

　地上デジタル放送でのデジタルテレ
ビで、データ放送でリモコンの【d】
ボタンを押すと、テレビ画面で災害情
報を確認することができます。気象情
報、土砂災害危険度情報、河川水位情
報を入手できます。

●災害用伝言板（web171）

　インターネットを利用して、大規模
な災害が発生したときに、安否などの
情報をテキストで登録・確認できる伝
言板です。
　http://www.web171.jp にアクセスし
てご利用ください。

できれば１人１台、
予備の電池と電球
も忘れずに

ペットボトルの水
（１人１日３㍑・３
日分）、カンパンや
缶詰など

携帯ラジオ、携
帯電話、防災行
政無線受信機な
ど

ばんそうこう、
傷薬、包帯、常
備薬など

現金、預金通帳、

印かんなど

下着、靴下、上着、
タオル、紙おむつ
など

災
害
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

非常持出品（避難時に持ち出したい物品）〜日ごろから準備と点検を〜

災害情報を知るための手段  〜正確な情報を取得して確認しよう〜

●避難が必要なシチュエーション

地震

土砂崩れ

大雨・台風

防災特集・大切な命を守るために災害への備えは万全ですか？

避
難
所
や
非
常
持
出
品
を
確
認
し
よ
う
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災
害
が
起
き
、
避
難
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
場
合
、
最
寄
り
の

避
難
所
の
把
握
や
避
難
所
ま
で
の

ル
ー
ト
は
確
認
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
避
難
指
示
な
ど
の
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
た
と
き
の
行
動
を
あ
ら

か
じ
め
確
認
し
て
お
き
、
も
し
も

の
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
勧
告
・
指
示
に
つ
い
て

　
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
保
護

し
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

避
難
区
分
を
「
避
難
準
備
情
報
」、

「
避
難
勧
告
」
「
避
難
指
示
」
の
３

つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。（
下
図
）

　
こ
の
避
難
勧
告
・
指
示
は
、
気

象
状
態
や
河
川
の
水
位
な
ど
に
よ

り
判
断
さ
れ
、
町
防
災
行
政
無
線

に
よ
る
一
斉
通
報
や
警
鐘
お
よ
び

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
で
伝
達
さ

れ
ま
す
。

●
緊
急
指
定
避
難
所
に
つ
い
て

　
最
寄
り
の
緊
急
指
定
避
難
所
を
確

認
し
、
自
宅
や
勤
務
先
か
ら
避
難
す

る
と
き
の
ル
ー
ト
や
危
険
な
場
所
の

確
認
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

避
難
時
に
必
要
な
物
を
準
備
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

くらし安全推進室

清水 明 室長

町
内
の
緊
急
指
定
避
難
所
の
確
認
を
！

熊本市城南町

麻生原中継局麻生原中継局

御船町

美里町美里町❹

甲佐町役場

甲佐小学校

❻

❺

甲佐中学校

❶

❷❷
❸

宮内地区社会教育センター

六谷公民館

宮内集会所宮内集会所

町農業研修センター「ろくじ館」町農業研修センター「ろくじ館」

町総合保健福祉センター

❼

❽

龍野小学校

乙女福祉ふれあいセンター

白旗小学校
❾白旗福祉ふれあいセンター

乙女小学校

上益城農業協同組合第一営農センター

●町内の主な避難所ＭＡＰ

　

６
月
９
日
（
月
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
26
年
度
防
災
会
議
お
よ
び
水
防
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
お
よ
び
協
議
会
は
、
国
、
県
、
警

察
、
消
防
、
各
種
公
共
機
関
や
団
体
な
ど
の

関
係
者
と
防
災
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
に

開
催
。
町
地
域
防
災
計
画
書
お
よ
び
水
防
計

画
書
に
沿
っ
て
、
気
象
庁
や
国
、
県
、
町
な

ど
が
配
信
す
る
災
害
情
報
な
ど
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
で
受
信
で
き
る
「
エ
リ

ア
メ
ー
ル
」
の
活
用
や
、
自
主
防
災
組
織
の

設
立
拡
充
な
ど
、
今
後
の
本
町
に
お
け
る
防

災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

町
の
防
災
体
制
へ
の
取
り
組
み

▲町生涯学習センターで行われた
　防災会議および水防協議会

　地域での支え合う関係

づくりが、地域の防災機

能を高めます。災害は、

いつどこで、どのような

形で発生するか、予測が

付かないものです。ひと

たび大規模な災害が発生

したときに、被害の拡大

を防ぐためには、国・県・

町の対応（公助）だけでは、

十分な対応が難しい場合

も考えられます。

　そのため、自分の身は

自分で守る（自助）とと

もに、普段から顔を合わ

せている地域や近隣の人

が、互いに協力し合いな

がら防災活動に組織的に

取り組むこと（共助）が

大変重要となります。そ

して、「自助」「共助」「公

助」が有機的につながる

ことによって、被害の軽

減を図ることができます。

　町では、現在、この「共

助」の中核となる「自主

防災組織」の設立をお願

いしているところです。

「自主防災組織」を中心と

して、地域ぐるみで日ご

ろから災害に備えましょ

う。

●町内の緊急指定避難所マップ

被害発生の恐れがある場合に、
①避難に時間を要する人は避難
②そのほかの住民は避難準備をする

災害発生の恐れがあるため、
住民に避難を勧める

災害発生の恐れが高く、
住民に強く避難を求める

避難情報の種類

低
危
険
度

高

避難勧告

避難準備

避難指示

▼
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
運
営
、
災
害
に

　

関
す
る
情
報
、
避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
防

　

災
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

　
klg102@

tow
n.kosa.lg.jp

防災特集・大切な命を守るために災害への備えは万全ですか？

避
難
情
報
に
基
づ
き
安
全
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

被
保
険
者
証
の
更
新
や
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
８
月
１
日
（
金
）
か
ら
被
保
険
者

　

証
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
有
効
期
限
は
、
７

月
31
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
●
新
し
い
被
保
険
者
証
は
「
水
色
」
に
変
わ

　
り
ま
す

　

８
月
１
日
（
金
）
か
ら
使
用
で
き
る
新
し

い
被
保
険
者
証
（
水
色
）
を
、
今
月
中
に
簡

易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
（
受
領
印
が
必
要

に
な
り
ま
す
）。
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
８
月
１
日
（
金
）

以
降
に
確
実
に
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、
町

住
民
生
活
課
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

●
負
担
割
合
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、
被

　
保
険
者
証
を
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

負
担
割
合
が
１
割
か
ら
３
割
、
３
割
か
ら

１
割
に
変
更
と
な
っ
た
被
保
険
者
証
に
つ
き

ま
し
て
は
、受
診
時
の
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
、

必
ず
町
住
民
生
活
課
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

●
新
し
い
被
保
険
者
証
は
「
臓
器
提
供
意

　
思
表
示
」
も
で
き
ま
す

　　

ま
た
、
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
裏
面
に

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
」
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
す

る
際
は
、ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
シ
ー
ル
は
町
住
民

生
活
課
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　

認
定
証
が
変
わ
り
ま
す

現
在
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
７
月
31
日

（
木
）
で
使
用
期
限
が
切
れ
ま
す
。
認
定
証

を
お
持
ち
で
８
月
１
日
（
金
）

以
降
も
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
、
被
保

険
者
証
（
水
色
）
と
一
緒
に
新
し
い
認
定
証

（
水
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
の
対
象
と
な
る
人
は
？

　

な
お
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
は
、
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
全
員

が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
に
交
付
さ
れ
ま

す
。

■
平
成
26
年
度
の
保
険
料
額
が
決
定

　

し
ま
す

　

７
月
中
旬
に
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
平

成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
額
は
、
均
等
割
額
（
４
７
，

９
０
０
円
）
と
所
得
割
額
（
基
礎
控
除
後
の

所
得
の
額
の
９
・
26
㌫
）
を
合
計
し
た
金
額

で
、年
額
57
万
円
が
上
限
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■医療費の自己負担限度額（月額）
適用区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
区分Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円
区分Ⅰ １５，０００円

■入院時の食事代の標準負担額（１食）
適用区分 入院日数 金額

区分Ⅱ

過去12か月で
90日までの入院 ２１０円

過去12か月で
91日目からの入院
（再度申請が必要）

１６０円

区分Ⅰ １００円

▲ ８ 月 １ 日（ 金 ） か ら、 新 し い
　 被 保 険 者 証（ 水 色 ） に な り ま す
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●
所
得
額
に
よ
っ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す

　

な
お
、
所
得
額
に
よ
っ
て
、
平
成
25
年
度

に
引
き
続
き
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格
を

取
得
し
た
日
の
前
日
に
、
被
用
者
保
険
（
協

会
け
ん
ぽ
・
健
保
組
合
・
共
済
組
合
な
ど
）

加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
は
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
、
所
得
割
額
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

■
７
月
か
ら
保
険
料
の
徴
収
が
始
ま

　

り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
、
納
付
書
で
の
支
払
い
、
口
座

振
替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
が
と
て
も
便
利

　

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
や
納
付
書
で
の
支

払
い
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
便
利
な
口
座
振
替

に
よ
る
支
払
い
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
切
り
替
え
に
つ
い
て
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
場
合
は
、
口
座
振
替
へ
変
更
で

き
ま
せ
ん
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　

の
交
付
に
つ
い
て

　
「
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
」
の
施
術
を

受
け
る
場
合
に
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
使
用
で
き
る
治
療
券
（
１
人
あ
た
り
１
，

０
０
０
円
の
５
枚
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
締
結
し
て
い
る

施
術
院
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

必
要
な
人
は
、
被
保
険
者
証
と
印
か
ん
を

お
持
ち
の
上
、
町
住
民
生
活
課
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
５
）

　

klg204@
tow
n.kosa.lg.jp

健診を受けて生活習慣病を
予 防 し ま し ょ う！

　甲佐町健診（特定健診・後期高齢者健診・若

者（わっかもん）健診・がん検診）を、７月７

日（月）から15日（火）までの午前中に、各行

政区ごとに町総合保健福祉センターで行います。

　特定健診、後期高齢者健診、若者（わっかも

ん）健診の健診内容は、体格検査・血液検査・

血圧測定・尿検査・心電図検査・医師の診察な

どです。

　昨年度から20〜39歳の国民健康保険の被保

険者も受診できる、若者（わっかもん）健診を

始めました。若いうちから健康に関心を持ち、

生活習慣病などを予防しましょう。

【特定健診】

・対象者：40〜74歳の国民健康保険加入者

・個人負担金：１，０００円

　（町負担は約７，７００円）

【後期高齢者健診】

・対象者：75歳以上または一定の障がいがあ

　る65歳以上の後期高齢者医療被保険者

・個人負担金：８００円

　（町負担は約７，７００円）

【若者（わっかもん）健診】

・対象者：20〜39歳の国民健康保険加入者

・個人負担金：１，０００円

　（町負担は約７，７００円）

【がん検診】

　がん検診は、対象となる検診のうち希望する

内容を選んで受診できます。また、一定の年齢

の人に、がん検診の無料クーポン券を送付して

います。

・内容：肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検

　診・腹部超音波検診・前立腺がん検診・子宮

　頸（けい）がん検診・乳がん検診（対象年齢

　と個人負担は、検査の種類によって異なります）

　町の補助により、個人負担金も安くなってい

ます。申し込みをしていない人は、町総合保健

福祉センターまでご連絡ください。

▲

お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp
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６
月
14
日
（
土
）
甲
佐
小
学
校
体

育
館
で
「
第
48
回
御
船
地
区
交
通
安

全
子
ど
も
自
転
車
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
御
船
地
区
交
通
安
全

協
会
が
主
催
。
子
ど
も
に
自
転
車
の

運
転
技
術
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、

地
域
の
交
通
安
全
を
推
進
す
る
こ
と

が
目
的
。
郡
内
の
小
学
校
か
ら
16
チ

ー
ム
が
參
加
し
、
町
内
の
小
学
校
か

ら
も
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
の
筆
記
試
験
と
体
育
館
内

に
作
ら
れ
た
ジ
グ
ザ
グ
走
行
コ
ー
ス

や
交
差
点
な
ど
を
自
転
車
で
走
行
す

る
実
技
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
を
終
え
た
児
童
は
「
緊
張
し

た
け
れ
ど
、
練
習
の
成
果
が
出
せ
た

の
で
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　６月１日（日）町総合保健福祉センターを発

着点として、甲佐町ウォーキング教室が開催さ

れました。

　住民の健康増進への取り組みとして運動の機

会を増やすことを目的に、町教育委員会が主催。

県立総合体育館スポーツ振興課の平田彰臣さん

のアドバイスの下、緑川沿いを歩く約３㌔の体

験コースを47人が軽快に歩きました。

　体験終了後には、血圧・脈拍測定や○×クイ

ズも行われ、参加者はウォーキングで得られる

効果についても学習しました。

お父さんに牛乳を贈ろう　
「父の日に牛乳（ちち）を贈ろう」キャンペーン

交通安全の技術を競う　 
第48回御船地区交通安全子ども自転車大会

手軽な運動で健康づくり
甲佐町ウォーキング教室を開催

▼町役場を表敬訪問し、奥名町長らに牛乳を手渡す酪農組合女性部の皆さん

▼

適
確
に
指
示
を
出
し
て
自
転
車
を
運
転
す
る
参
加
児
童

　
６
月
13
日
（
金
）
上
益
城
郡
酪
農

組
合
女
性
部
の
３
人
が
「
父
の
日
に

牛
乳
（
ち
ち
）
を
贈
ろ
う
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
、
町
役
場
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
母
の
日
に

は
お
母
さ
ん
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

贈
る
の
に
対
し
て
、
父
の
日
に
は
お

父
さ
ん
へ
の
定
番
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

な
い
こ
と
か
ら
、「
父
（
ち
ち
）」
と

「
牛
乳
（
ち
ち
）」
を
か
け
て
、
家
族

の
た
め
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
お
父

さ
ん
に
美
味
し
い
牛
乳
を
贈
っ
て
応

援
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
。
同
組

合
に
よ
る
牛
乳
の
消
費
拡
大
運
動
の

一
環
と
し
て
、
平
成
13
年
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
部
を
代
表
し
て

町
役
場
に
訪
れ
た
、
市

下
明
美
さ
ん
（
下
横
田

区
）、
西
村
照
代
さ
ん

（
麻
生
原
区
）、
池
上
啓
子

さ
ん
（
大
町
区
）
が
、

奥
名
克
美
町
長
、
師
富

省
三
副
町
長
、
赤
星
眞

照
町
教
育
長
に
、「
父
の

日
用
」
の
特
製
容
器
に

入
っ
た
牛
乳
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
３
人
は

「
も
っ
と
牛
乳
を
た
く
さ

ん
飲
ん
で
、
お
父
さ
ん

た
ち
に
も
っ
と
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
牛

乳
を
渡
し
な
が
ら
激
励

し
ま
し
た
。

▼

体験コースを楽しくウォーキングする参加者たち
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　５月29日（木）熊本市で、第７回甲佐町観光

物産展が開催されました。

　本町の魅力ある物産や観光資源、郷土文化など

を町外にＰＲすることを目的に、甲佐町商工会

（中村幸男会長）が主催し、町、甲佐町観光協会、

ＪＡかみましきが後援。同展は平成20年度から

毎年開催されており、７回目となる今年は12団

体が同市中央区のびぷれす熊日会館前の「びぷれ

す広場」に出展しました。

　物産品販売コーナーでは、取れたての新鮮な野

菜や生花、はちみつ、アユの塩焼きやうるかなど

の加工食品や、町認定の特産品ブランド「こうさ

んもん」の認定商品などが所狭しと並び、多くの

通行客が特産品などを手に取り、買い求めました。

　また、本町の特産品であるニラと手作り石けん

の来場者へのプレゼントや、やな場のコース料理

券などが当たる抽選会などのイベントも行われ、

会場は多くの人でにぎわいました。

　
６
月
７
日
（
土
）
上
揚
の
坂
本
梅

林
お
よ
び
宮
内
集
会
所
で
、
宮
内
梅

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
内
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
境

国
嗣
委
員
長
）
が
主
催
。
同
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
地
域
住
民
や

甲
佐
小
学
校
児
童
、
町
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
梅
林
に
実
っ

た
梅
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
梅
は
宮
内
集
会
所
に
運

ば
れ
、
選
別
機
で
ふ
る
い
に
か
け
葉

や
茎
な
ど
を
取
り
除
い
た
後
、
袋
詰

め
が
行
な
わ
れ
即
日
販
売
。
宮
内
の

自
然
の
中
で
育
っ
た
梅
は
、
無
農
薬

の
た
め
大
変
好
評
で
し
た
。

　
参
加
し
た
熊
本
市
の
30
代
男
性
は

「
買
っ
た
梅
は
梅
シ
ロ
ッ
プ
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　４月９日（水）東京都で、全国情報会議が

開催され、町農業委員会（宮川安明会長）が

「農業委員会優良活動表彰」を受けました。

　同表彰は全国農業会議所が主催、模範とな

る優良な活動を通して実績を収めている農業

委員会または委員を表彰することで、積極性

と熱意をもって農業を明日へ導く活動を強化

するために実施。

　町農業委員会は全国農業新聞の普及に積極

的に取り組んだことが高く評価され、同表彰

の情報活動部門で受賞しました。

無農薬の宮内の梅はいかが
宮内梅まつりを開催

農業新聞のさらなる普及へ
町農業委員会に「優良情報活動表彰」

▲全国表彰を受けた町農業委員会の皆さん

甲佐の物産と観光をＰＲ　　
第７回甲佐町観光物産展を熊本市で開催

▲熊本市中央区で開催された第７回甲佐町観光物産展。12団体が参加し、
本町の特産品販売や観光資源のＰＲなどのイベントを展開。

▼

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
丁
寧
に
坂
本
梅
林
の
梅
を
収
穫
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職
員
採
用
試
験

町総務課　TEL096－234－1140（内線221）　klg202@town.kosa.lg.jp

■
一
般
事
務
職
員
を
採
用
予
定

　
町
で
は
、
平
成
26
年
度
町
職
員
採
用

試
験
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
）

　
３
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４

　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

②
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
（
一
般
事
務
）

　
２
人
程
度

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
44
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４

　
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
で
、
民
間
企

　
業
な
ど
で
の
職
務
経
験
が
５
年
以
上

　
あ
る
者

▼
申
し
込
み
手
続
き

　
町
発
行
の
採
用
試
験
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
は
、
受
験
票
の
返
信
用

と
し
て
82
円
切
手
を
貼
っ
た
封
筒

（
宛
先
、
郵
便
番
号
を
明
記
）
を
同
封

し
、「
甲
佐
町
職
員
採
用
試
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
、
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

持
参
の
場
合
は
、
町
総
務
課
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
願
書
受
付
期
間

　
７
月
28
日(

月)

〜
８
月
15
日(

金)
※�
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
15
日(

金)
消
印
有
効
で
す
。

▼
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
１
次
試
験

　
９
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
集
合

　
県
立
御
船
高
等
学
校

※�

試
験
結
果
は
、
10
月
中
旬
に
合
格

者
・
不
合
格
者
と
も
に
通
知
す
る
ほ

か
、
町
役
場
に
掲
示
し
ま
す
。

・
第
２
次
試
験

　
11
月
上
旬
（
予
定
）

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
試
験
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

※�

そ
の
ほ
か
、
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て

は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
町
公
式
サ
イ
ト
　

　
URL h

ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
o
sa
.

　
　 k

u
m
a
m
o
to
.jp

平 成 2 6 年 度 町 職 員
採用試験のお知らせ

農
業

町産業振興課　TEL096－23４－１１７６（ 内線１５7）　klg207@town.kosa.lg.jp

■
「
青
年
就
農
給
付
金
」
受
給
者
の

　

募
集
に
つ
い
て

　
「
青
年
就
農
給
付
金
」
と
は
、
青
年
の

就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の
定
着
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
か
ら
新

規
就
農
者
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
「
経
営
開
始
型
」

【
内
容
】

　
農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す

る
ま
で
の
期
間
（
最
長
５
年
間
）
に
給

付
す
る
も
の

【
給
付
額
】

　
１
５
０
万
円
/

年（
最
長
５
年
間
）

【
対
象
者
】

・
独
立
・
自
営
就
農
時
点
の
年
齢
が
、

　
原
則
45
歳
未
満
（
平
成
22
年
４
月
以

　
降
の
独
立
・
自
営
就
農
が
対
象
）

・
前
年
の
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満

　（
初
年
度
を
除
く
）

【
要
件
】

※
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
条

　
件
で
す
。

①
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け

　
ら
れ
る
こ
と

②
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を
給

　
付
対
象
者
が
有
し
て
い
る
こ
と

③
主
要
な
機
械
・
施
設
を
給
付
対
象
者

　
が
所
有
ま
た
は
借
り
て
い
る
こ
と

④
生
産
物
や
生
産
資
材
な
ど
を
給
付
対

　
象
者
の
名
義
で
出
荷
・
取
引
す
る
こ
と

⑤
給
付
対
象
者
の
農
産
物
の
売
上
な
ど

　
の
経
営
収
支
に
つ
い
て
、
給
付
対
象

　
者
名
義
の
通
帳
お
よ
び
帳
簿
で
管
理

　
す
る
こ
と

●
青
年
就
農
給
付
金
「
準
備
型
」

【
内
容
】

　
県
が
指
定
し
た
農
業
研
修
機
関
で
研

修
を
受
け
る
場
合
に
、
研
修
期
間
な
ど

に
必
要
な
準
備
金
を
給
付
す
る
も
の

【
給
付
額
】

　
１
５
０
万
円
/

年（
最
長
２
年
間
）

◎
青
年
就
農
給
付
金
に
は
、
こ
れ
ら
の

　
要
件
以
外
に
も
条
件
や
制
限
が
あ
り

　
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
町
産
業
振
興

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

新規就農者に対して
補助金を支給します

詳しくは、町産業振興課へお問い合わせください

願書受付は７月28日（月）〜８月15日（金）
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096－234－1140（内線241）　klg202@town.kosa.lg.jp

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113　（内線104）　klg204@town.kosa.lg.jp

■
「
納
付
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

　

予
制
度
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、保
険
料
の
納
付
が「
免

除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け
る
こ

と
で
年
金
受
給
権
（
老
齢
・
障
害
基
礎

年
金
な
ど
）
が
確
保
で
き
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）
申
請

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
各
々
の
前

年
の
所
得
（
過
去
の
年
度
分
に
つ
い
て

は
、
前
々
年
や
前
々
々
年
所
得
な
ど
）

が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
な
ど
の

理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
全
額

免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

一
部
免
除
の
場
合
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
を
納
付
し
な
い
と
一
部
免
除
が
無
効

に
な
り
、
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
。

※
配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
別
居
中
の
配

　
偶
者
や
生
計
同
一
で
な
い
配
偶
者
も

　
含
ま
れ
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
（
学
生
を
除
く
）
で
、
本

人
・
配
偶
者
各
々
の
前
年
な
ど
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ

り
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
時
の
注
意
点
に
つ
い
て

●
免
除
な
ど
が
申
請
で
き
る
期
間

　
過
去
期
間
は
申
請
書
が
受
理
さ
れ
た

月
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
、
将
来
期

間
は
翌
年
６
月
（
１
月
〜
６
月
に
申
請

す
る
と
き
は
、
そ
の
年
の
６
月
）
分
ま

で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
１
枚
の
申
請
書
で
申
請
で

き
る
の
は
、
７
月
か
ら
次
の
年
の
６
月

ま
で
の
12
か
月
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
複
数
の
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

※
過
去
期
間
は
２
年
１
か
月
前
ま
で
申

　
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と

　
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け

　
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
速
や
か
に
申
請
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

　
年
金
手
帳
、
印
か
ん

※
失
業
な
ど
で
免
除
申
請
す
る
と
き
は
、

　
失
業
な
ど
を
確
認
で
き
る
雇
用
保
険

　
受
給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険

　
者
離
職
票
な
ど

国民年金についてのご相談は町住民生活課まで

国民年金保険料の
免除・納付猶予制度

■
平
成
26
年
度
上
益
城
郡
共
同
啓
発

　

事
業
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

　
平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
、
上
益
城

郡
内
５
町
に
よ
る
共
同
啓
発
事
業
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
啓
発
事
業
は
、
上
益
城
地
域
男

女
共
同
参
画
連
絡
会
議
が
主
催
、
県
上

益
城
地
域
振
興
局
お
よ
び
郡
内
５
町
が

共
催
し
、
上
益
城
地
域
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
多
く
の
人
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
事
業
に
対
し
て

積
極
的
な
参
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
10
月
４
日
（
土
）
午
前
９
時
50
分

▼
開
催
場
所

　
嘉
島
町
民
会
館
（
嘉
島
町
役
場
横
）

※
日
時
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て
は
決
定

　
事
項
で
す
が
、
事
業
内
容
に
つ
い
て

　
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
入
場
料
は
無
料
で
す
。

■
甲
佐
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

　

懇
話
会
委
員
を
募
集
中

　
今
回
の
共
同
啓
発
事
業
は
嘉
島
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
共
同
啓
発
事

業
は
本
町
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
を
目
指
し
て
、
幅
広
い
意
見
を
伺
い

施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
甲
佐
町
男

女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話
会
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
興
味
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員

　
４
・
５
人
程
度

▼
対
象
者

　
町
内
在
住
者
・
町
内
勤
務
者

▼
活
動
内
容

・
５
町
共
同
啓
発
、
研
修
な
ど
の
実
施

　
に
関
す
る
こ
と

・
会
議
な
ど
へ
の
出
席

・
そ
の
ほ
か
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

　
進
に
関
す
る
諸
活
動

▼
任
期

　
２
年

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
３
・
２
４
１
）

男女共同参画社会の
推 進 を 目 指 し て

今 年 は 嘉 島 町 で 啓 発 事 業 を 開 催 し ま す
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町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

　　 くの死者、行方不明者を
　　　出した東日本大震災から
３年以上が経過しました。
　今回、私が紹介する本は、
『おもかげ復元師の震災絵日
記』です。津波の影響で傷んだ
ご遺体を「少しでもきれいに生
前のおもかげがわかるように復
元して、ご家族に会わせてあげ
たい !!」と、笹原さんはボラン
ティアで300人以上のご遺体を

復元されま
した。
　たくさん
の小さない
のちも犠牲
に…。生後
10日目の赤
ちゃん。２
才の女の子。

幼い子供たちに我が子の姿が重
なり、涙がとまりませんでした。
　復元されたお顔はとても穏やか
で優しいタッチで描かれています。
　しかし、添えられた文章には、
残された家族の悲しみ苦しみが
書き綴られています。一人一人
に寄り添いながら、現在も復元
納棺師の仕事をしながら被災者
支援に尽力されています。
　３月11日、一瞬にしてあたり
まえの日常があたりまえではな

くなりました。皆さんも改めて
自分のまわりの「あたりまえ」
をみつめなおしてみて下さい。

多 R
e
a
d T

his S
tory

!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『おもかげ復元師の震災絵日記』（笹原留似子著）

ハーグレーブ明美さん

〔岩下一区〕

東日本大震災後、津波被害の激しかっ
た沿岸地域で、300人以上のご遺体
を復元した女性納棺師。彼女が描い
た絵と言葉のスケッチブックを本に。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

11年前に娘が殺された。数年

後仕事も替え、妻とも離婚した。

その元妻が何者かに刺殺された。

もし、あのとき離婚していなけ

れば、私はまた遺族になるとこ

ろだった…。「死刑制度」とい

う主題のみならず、「刑罰」と

は？、「贖罪（しょくざい）」と

は？、「命」とは何か？という、

答えの出ない大きな問いについ

て、深く考えさせられます。

光文社

小説

人殺しの罪は命により贖うべきか
東野 圭吾著/『虚ろな十字架』 

人とつながっていることのすばらしさ

村上 しいこ作 /『これ、もっていき』

いのちがこもった「食」への想い

佐藤 初女著 /『初女さんのお料理』

92歳のいまも、日々、初女さ

んが「いのち」を込めて作るお

いしい料理と「食」への熱い想

い。若いころ、大病を薬ではな

く、食事で克服した初女さんの

信念は、「食はいのち」。食事の

大切さを語りながら、多くの人

たちに喜ばれてきた味わい深い

レシピの数々を紹介。初女さん

の丁寧で、心と手をかけた食事

の作り方がよくわかる１冊です。	

主婦の友社

教育・娯楽

「皿を割れ！」。1,200億円以上

の経済効果を生んだくまモンプ

ロジェクトは、蒲島郁夫県知事

のこの一言から始まった。何が

人を動かすのか。今、世の中に

はどんなリーダーが必要なのか。

日本で最も政治家らしくない県

知事の生い立ちやユニークな経

歴、人間的な魅力がとても興味

深い。表紙はゆるーいですが、

中身はゆるーくない１冊です。

祥伝社

一般書

リーダーに勇気を与えるビジネス本

蒲島 郁夫著 /『私がくまモンの上司です』

「これ、もっていき」って、お

つかいの帰り道に誰かに呼び止

められた。最初は、きゅうり畑

のおっちゃん。次は、トマトを

抱えたおばあちゃん。そのつぎ

は…。夏の風景が生き生きと描

かれ、誰もが誰かとつながって

いることのすばらしさを、さり

げなく、そして、さわやかに描

いた絵本。こどもたちへの読み

聞かせにもおすすめです。
講談社

児童書
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　klg110@town.kosa.lg.jp

▲

公民館主催講座のご案内

第１回「絵手紙教室」

●日時　７月４日（金）

　　　　午前10時

●会場　町生涯学習センター

　　　　研修室

●講師　久保幸子 先生

●内容　暑中見舞いのはがき作り

●準備物　

　・季節の画材（果物、野菜、花

　　など）

　・ポケットティッシュ

　・新聞紙

　・ヨーグルトの空容器（水入　

　　れ）２個

●受講料　300円

　
６
月
23
日
（
月
）
安
平
公
民

館
で
、「
介
護
保
険
制
度
」
に

つ
い
て
の
出
前
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
安
平
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
安

寿
会
」
の
19
人
が
参
加
し
て
、

町
福
祉
課
の
藤
井
貴
美
代
参
事

が
講
師
と
し
て
制
度
を
解
説
し

ま
し
た
。

　
藤
井
参
事
は
「
高
齢
化
社
会

が
進
み
、
介
護
保
険
制
度
は
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
に

な
る
と
、
老
化
や
体
力
の
低
下

は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
体
調
不
良
や
け

が
で
寝
た
き
り
に
陥
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」
と
、
日
常
生
活
で

の
注
意
点
を
説
明
。
ま
た
、

「
高
齢
者
も
そ
の
家
族
も
、
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

介
護
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町

福
祉
課
や
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
新
し
く
開
講
し
た

「
ポ
ハ
イ
ケ
ア
ロ
ハ
フ
ラ
ミ
ナ

ミ
甲
佐
教
室
」
は
フ
ラ
の
踊
り

の
講
座
で
す
。

　
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
と
第

２
金
曜
日
、
午
後
８
時
か
ら
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
、

南
圭
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

現
在
受
講
生
10
人
で
楽
し
く
練

習
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
で
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
流
れ
、
一
気

に
南
国
の
雰
囲
気
が
立
ち
こ
め

る
中
、
南
さ
ん
の
指
導
の
下
で
、

ゆ
っ
く
り
と
体
を
動
か
し
優
雅

に
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　「
明
る
く
、
楽
し
く
、
健
康

的
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
検
制
度
に
つ
い
て

▼

公
民
館
出
前
講
座

ポ
ハ
イ
ケ
ア
ロ
ハ
フ
ラ
ミ
ナ
ミ
甲
佐
教
室

▼
公
民
館
自
主
講
座

▲日ごろの生活での注意点を学

び介護予防につなげる

▲ポハイケアロハフラミナミ甲

佐教室の受講生の皆さん

●セクハラの基礎知識
　セクハラとは「性的嫌がらせ」。

または「相手の望まない性的言動す

べて」を指します。セクハラは、そ

うでないものとの境界線が非常に分

かりづらいことが問題点です。「そ

んなつもりはなかったのに、知らな

い間に加害者になっていた」という

場合がないように、最低限の知識を

身に付けることが大切です。

【セクハラの分類】
・対価型：職場の地位や役職を利用

　して、解雇・降格、減給などの不

　利益を与えるケース

・環境型：就業環境を不快にさせ、

　就業する上で見過ごせない程度の

　支障が生じるケース

【判断のポイント】
　判断の基準には個人差があります。

勝手な憶測や思い込みは危険です。

　通常の感じ方が判断の基準となり

ますが、一般的という概念もあいま

いで、同じ行為をされても相手に

よって感じ方に違いがあるというの

も事実です。

【判断の際の注意点】
　行為を受けた本人が不快と感じれ

ば、それはセクハラと判断される可

能性があるので注意しましょう。

・親しさを表す言動であったとして

　も、本人の意図とは関係なく相手

　を不快にさせる場合があること

・不快に感じるか否かには個人差が

　あること

・この程度なら相手も許容するだろ

　うという勝手な憶測をしないこと

【相談先】
　みんなの人権１１０番

　TEL０５７０−００３−１１０

　　　　　
●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

　klg110@town.kosa.lg.jp
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❖�
８
０
２
０
を
達
成
す
る
た
め
の

健
康
の
秘
訣
（
ひ
け
つ
）

「
８
０
２
０
」（
ハ
チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・

マ
ル
）
と
は
、「
日
本
人
の
平
均
寿
命

で
あ
る
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自

分
の
歯
を
保
と
う
」と
い
う
運
動
で
す
。

今
回
は
、「
８
０
２
０
」
を
達
成
し
、

８
０
２
０
推
進
員
と
し
て
活
動
す
る
、

里
形
幸
次
郎
さ
ん
（
81
歳
・
芝
原
区
）

に
達
成
す
る
た
め
の
健
康
の
秘
訣
（
ひ

け
つ
）
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
80
歳
を
超
え
て
も
自
分
の
元
気
な
歯

　
28
本
を
健
康
に
保
つ
里
形
さ
ん

｜

現
在
、
歯
は
何
本
あ
り
ま
す
か
？

も
と
も
と
、
親
し
ら
ず
（
第
三
大

臼
歯
）
は
な
か
っ
た
の
で
、
若
い
と
き

か
ら
ず
っ
と
28
本
で
す
。

｜

学
生
時
代
の
生
活
は
？

学
校
か
ら
帰
る
と
農
作
業
を
手

伝
っ
て
晩
御
飯
を
食
べ
た
後
、
必
ず
歯

を
磨
い
て
、
柔
道
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。

●
食
事
は
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
　

　
食
べ
、
食
後
に
歯
磨
き
を
習
慣
に

｜
歯
磨
き
が
習
慣
と
な
っ
て
い
た
ん
で

す
ね
。

習
慣
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
無
意

識
の
う
ち
に
歯
磨
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
、
そ
の
習
慣
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

｜

お
好
き
な
食
べ
物
は
？

固
い
も
の
が
好
き
で
、「
ざ
ぜ
ま
め
」

を
固
め
に
炊
い
た
も
の
な
ど
を
食
べ
ま
す
。

｜

で
は
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
て
お
ら
れ

る
ん
で
す
ね
。

は
い
、
食
事
は
ゆ
っ
く
り
よ
く
か

ん
で
食
べ
ま
す
。
一
口
30
回
か
ん
で
い

る
の
で
、
会
議
な
ど
に
出
席
し
て
弁
当

を
一
緒
に
食
べ
る
と
き
は
、
ほ
か
の
人

が
食
べ
終
わ
る
こ
ろ
に
半
分
く
ら
い
食

べ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

●
健
康
を
保
つ
た
め
に
続
け
る
日
ご
ろ

　
か
ら
の
歯
の
お
手
入
れ
の
大
切
さ

｜

歯
の
お
手
入
れ
は
、
日
ご
ろ
の
歯
磨

き
以
外
に
何
か
し
て
い
ま
す
か
？

年
に
２
回
、
歯
石
を
取
る
た
め
に

歯
医
者
さ
ん
に
通
っ
て
い
ま
す
。

｜

歯
を
大
切
に
し
始
め
た
何
か
き
っ
か

け
が
あ
る
ん
で
す
か
？

同
窓
会
で
仲
間
が
50
歳
く
ら
い
で

歯
槽
膿
漏
（
の
う
ろ
う
）
が
原
因
で
歯

を
無
く
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
歯
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

自
分
の
歯
が
健
康
で
あ
る
と
、
食

べ
物
を
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
認
知
症
予
防
に
も
よ
い

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
歯

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

｜

そ
の
ほ
か
に
、
歯
に
つ
い
て
気
を
付

け
て
い
る
こ
と
は
？

最
近
、
頭
痛
と
耳
の
痛
み
が
あ
り
、

耳
鼻
科
を
受
診
し
ま
し
た
が
何
も
な
い

と
言
わ
れ
て
困
っ
て
い
ま
し
た
。

歯
の
か
み
合
わ
せ
が
悪
い
と
頭
痛

の
症
状
な
ど
が
出
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
の
で
、歯
科
医
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

奥
歯
の
か
み
合
わ
せ
が
悪
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

か
み
合
わ
せ
を
調
整
し
た
ら
、
す

ぐ
に
痛
み
が
な
く
な
り
、
か
み
合
わ
せ

も
大
事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

里
形
さ
ん
は
、
学
生
時
代
か
ら
の

歯
磨
き
の
生
活
習
慣
が
現
在
も
継
続
し

て
い
ま
す
。
何
事
も
習
慣
が
身
に
付
く

と
、
無
意
識
の
う
ち
に
体
に
良
い
こ
と

を
実
践
で
き
る
ん
で
す
ね
。

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

80
歳
ま
で
自
分
の
歯
を
20
本
保
つ
よ
う
に

歯

の

健

康

を

心

掛

け

ま

し

ょ

う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

歯 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診断などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

　テーマは「歯の健康づくり」に

ついて。80歳になっても自分の歯

を20本保っている、里形幸次郎さ

んの歯を健康へ導くのポイントを

参考にしていただき、皆さんも歯

の 健 康 づ く り を 習 慣 に し、

「８０２０」達成を目指しましょう。

今月の「あゆみだより」は

福田 久美子 保健師 

▼

「8020」を達成した里形さん（芝原区）
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●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

７・８月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　７月24日（木）　午前９時

　　８月21日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　７月24日（木）　午前10時

　　８月21日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　８月１日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　８月５日（火）　午後１時

　　２歳児よい歯の教室

　　８月29日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　８月５日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　７月11日（金）　午後１時30分

　 日本脳炎予防接種

　　７月15日（火）　午後１時30分

　　８月12日（火）　午後１時30分

　 ２種混合予防接種

　　７月25日（金）　午後１時30分

　　７月28日（月）　午後１時30分

　　７月29日（火）　午後１時30分

　　８月26日（火）　午後１時30分

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（水） 七夕飾り作り

４日（金） プール遊び

７日（月） 園行事参加（七夕祭り）

９日（水） ままごと遊び

11日（金） 砂場遊び

14日（月） 製作遊び（ひまわり作り）

16日（水） 誕生会参加（要予約）

18日（金） プール遊び

23日（水） 積み木遊び

25日（金） プール遊び

28日（月） おやつ作り

30日（水） 色水遊び

 育児相談（月～金曜日）

 体験保育（午前９時30分～正午）

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

４日（金） 七夕行事への参加

18日（金） プール遊び

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

坂本 三
みつ

樹
き

 くん（11か月）

　父・三一 さん　母・さやか さん

　（下田口区）

　元気に大きくなってね。

　　　　　　　

　

栗原 那
な

桜
お

 ちゃん（左・１歳）

　父・優 さん　母・祐美子 さん

　（有安区）

　じゅんお姉ちゃん、これからもな

かよくしてね♡

　

米原 甘
かん

夏
な

 ちゃん（右・11か月）

　父・雄二 さん　母・明子 さん

　（岩下二区）

　元気におもしろく育ってね！
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111
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日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

７月６日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

７月13日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

７月20日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

７月27日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

doctor

町税などの滞納処分（５月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ２件

動 産 差 し 押 さ え 25点

債 権 差 し 押 さ え 35,000円

現 金 差 し 押 さ え 2,480円

交 付 要 求 １件

tax

　
町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と

幼
稚
園
教
育
の
普
及
充
実
を
図
る

た
め
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

制
度
を
設
け
ま
し
た
。

▼
制
度
の
内
容

　
私
立
幼
稚
園
へ
通
園
し
て
い
る

幼
児
の
保
護
者
に
対
し
、
各
幼
稚

園
が
入
園
料
・
保
育
料
を
軽
減
し

た
分
に
つ
い
て
、
町
か
ら
各
幼
稚

園
に
対
し
て
補
助
を
行
う
制
度
で

す
。

▼
対
象
者

　
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
私
立

幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
満
３

歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
が
対
象
で
す
。

▼
軽
減
の
基
準
お
よ
び
補
助
（
減

　
免
）
額

　
補
助
（
減
免
）
額
は
、
市
町
村

民
税
額
に
よ
っ
て
決
定
し
、
国
が

示
す
「
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
限
度
額
」
ま
た
は
「
保
育
料
お

よ
び
入
園
料
」
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
低
い
額
を
補
助
し
ま
す
。（
市

町
村
民
税
額
に
よ
り
、
補
助
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
申
込
手
続
き

　
各
幼
稚
園
を
通
じ
て
配
布
し
ま

す
申
請
書
類
を
幼
稚
園
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

　（
内
線
３
１
３
）

　

k
lg
1
0
9
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

　

県
福
祉
総
合
相
談
所
で
は
、
身

体
障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
補
装
具
の
利
用

相
談
を
受
け
付
け
、
必
要
に
応
じ

て
医
学
的
診
査
や
判
定
を
行
う
、

身
体
障
が
い
者
（
児
）
巡
回
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

▼
相
談
日
時

　

８
月
20
日
（
水
）

・
受
付
時
間
　

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

・
診
察
時
間

　
午
後
２
時
〜

▼
相
談
会
場

　
山
都
町
清
和
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容

・
補
装
具
に
関
す
る
相
談
お
よ
び

　
判
定
（
肢
体
不
自
由
関
係
）

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

　
関
す
る
相
談

▼
相
談
員

　
医
師
、
看
護
師
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
福
祉
総
合
相
談
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
１
‐
４
４
６
１

・
山
都
町
健
康
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
１
１
１
１

・
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
３
）

　
k

lg
2
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

　
県
で
は
、
皆
さ
ん
の
節
電
を
応

援
す
る
「
く
ま
も
と
県
民
節
電

所
」
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　「
県
民
節
電
所
」
で
は
、
省
エ

ネ
・
節
電
の
取
り
組
み
を
サ
イ
ト

上
で
「
見
え
る
化
」
し
て
推
進
し

ま
す
。
サ
イ
ト
に
ご
登
録
い
た
だ

く
と
、
各
家
庭
や
事
業
所
の
節
電

量
が
自
動
的
に
集
計
さ
れ
ま
す
。

県
内
の
総
節
電
量
も
一
目
で
分
か

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
節
電
で
、
発
電
所
に

匹
敵
す
る
電
気
量
を
つ
く
り
出
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。
サ
イ
ト
で
の

省
エ
ネ
診
断
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

を
利
用
し
て
、
賢
く
節
電
し
ま

し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
２
０

・「
く
ま
も
と
県
民
節
電
所
」
サ
イ
ト

　
URLh

ttp
://k
u
m
a
m
o
to
-

　
　se

tsu
d
e
n
.jp
/p
o
rta
l/

ｉ
お
知
ら
せ

私

立

幼

稚

園

の

就

園

に

対
す
る
補
助
の
申
請
に
つ
い
て

身
体
障
が
い
者
（
児
）
巡
回

相

談

を

山

都

町

で

開

催

く
ま
も
と
県
民
節
電
所
サ
イ
ト

を
使
っ
て
節
電
し
ま
し
ょ
う



Monthly Information

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　klg110@town.kosa.lg.jp

甲佐町の文化財探訪　〜第14回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

早川の薬王寺の宝篋印塔（ほ

うきょういんとう）は、平成 22

年に町文化財に指定されました。

同寺は、もともと暦応２(1339)

年に建立された曹洞宗の寺で ( 諸

説あります )、塔はその寺内にあ

ります。

阿蘇溶結凝灰岩で作られた塔

は、文明 8(1476) 年に建てられた

もので、町内に残る石造物として

は現存最古級の資料の１つです。

追善や逆修などの供養塔として建

てられたものが多く、五輪塔と同

様に鎌倉時代以降全国的に広がり

ます。町内で確認された２点とも

早川（地域）にあり、数は比較的

少なく装飾も多いことから由緒あ

るものと考えられますが、文字が

刻まれた塔身の部分は、風化が激

しく判読することはできません。

ただ、この早川（地域）には、早

川城、六地蔵、阿弥陀如来像、板

碑など中世以降の動向を示す多く

の文化財や文献資料が残されてお

り、これらの資料は早川（地域）

が“　衆”と呼ばれた在地領主の

連合体の一大拠点であった (『新

甲佐町史』) 裏づけとなります。

多くの文化財の残る早川（地

域）をぜひ散策してみてください。

「薬王寺の宝篋印塔」

薬
王
寺
に
あ
る
宝
篋
印
塔
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クリーンセンターへのごみ搬入量（５月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 208,810 1,950 △2,300

資 源 ご み 27,740 △1,250 6,950

粗 大 ご み 4,790 △80 40

合 計 241,340 620 4,690

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ３ （△ 16）

死 者 ０ （０）

傷 者 ３ （△ 22）

６月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （０）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （△１）

合計件数 ０ （△１）

６月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

　
ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ

り
果
樹
類
や
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、

ス
イ
カ
な
ど
の
園
芸
作
物
の
花
粉

交
配
に
は
不
可
欠
で
、
農
業
生
産

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
早
期
水
稲
の
出
穂
・
開
花
期
の

農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の

３
点
に
留
意
し
、
ミ
ツ
バ
チ
へ
農

薬
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
薬
散
布
で
の
注
意
点

①
農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意

　
事
項
を
よ
く
確
認
し
、
ミ
ツ
バ

　
チ
に
影
響
の
あ
る
薬
剤
を
使
用

　
す
る
場
合
は
特
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置

　
や
防
除
計
画
な
ど
に
つ
い
て
事

　
前
に
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

③
防
除
時
は
、
ほ
場
周
辺
を
十
分

　
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に

　
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
県
農
業
技
術
課
か

県
畜
産
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
各

県
地
域
振
興
局
お
よ
び
熊
本
農
政

事
務
所
農
業
普
及
・
振
興
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
県
農
業
技
術
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

・
県
畜
産
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
０
１

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
　
　

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

・
井
芹
　
敏
郎
様
　
奈
良
県

・
松
田
　
鉄
雄
様
　
東
京
都

・
本
郷
　
登
　
様
　
京
都
府

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
２
名
様

▼
平
成
26
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
１
４
５，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
６
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　
k

lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

ミ

ツ

バ

チ

に

対

す

る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

ｇ
お
礼



Public Relations KOSA
July 2014 18

Monthly Information

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

・
航
空
学
生

　
高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
で
、

　
21
歳
未
満
の
者

・
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　
８
月
１
日
（
金
）
〜
９
月
９
日

　（
火
）

※
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
は
、　

　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
試
験
日

・
航
空
学
生

　
１
次
試
験
　
９
月
23
日
（
火
）

　
２
次
試
験
　
10
月
18
日
（
土
）　

　
〜
23
日
（
木
）

　
３
次
試
験
　
11
月
15
日
（
土
）　

　
〜
12
月
18
日
（
木
）

・
一
般
曹
候
補
生

　
１
次
試
験
　
９
月
19
日
（
金
）・

　
20
日
（
土
）

　
２
次
試
験
　
10
月
９
日
（
木
）　

　
〜
15
日
（
水
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。

・
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

　
申
込
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

・
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

　
９
月
25
日
（
木
）
〜
29
日
（
月
）

※
試
験
地
や
募
集
要
項
な
ど
、
詳

　
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　
宇
城
募
集
案
内
所

　
TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　
消
防
設
備
士
試
験
（
甲
種
お
よ

び
乙
種
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

▼
試
験
日

　
第
１
回
　
９
月
７
日
（
日
）

　
第
２
回
　
９
月
14
日
（
日
）

▼
試
験
会
場

　
熊
本
市

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
７
月
22
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　
７
月
19
日
（
土
）
〜
28
日
（
月
）

▼
願
書
な
ど
の
配
布
場
所

　
受
験
願
書
な
ど
は
、
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
支
部
お
よ
び

熊
本
市
消
防
局
・
県
下
の
消
防
本

部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
試
験
県
研
究
セ
ン
タ
ー

　
熊
本
県
支
部

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

ｉ
募
集

各

種

自

衛

官

を

募

集

中

甲佐町情報公開条例および個人情報保護条例の運用状況
Information

■甲佐町情報公開条例の運用状況

　甲佐町情報公開条例（平成 13 年甲佐町条例第 20 号）第 26 条の規定により、平成 25 年度の同条例の運

用状況を次のとおり公表します。

■甲佐町個人情報保護条例の運用状況

　甲佐町個人情報保護条例（平成 15 年甲佐町条例第２号）第 33 条の規

定により、平成 25 年度の同条例の運用状況を次のとおり公表します。

１．個人情報保護取扱事務の件数　14 件

２．個人情報開示請求、訂正請求および是正の申し出の件数　３件

３．苦情の申し出の件数および処理状況　０件

区　分

実施機関名

公文書の開示 不服申し立て

請求件数
処理状況

申し立て
件数

処理状況

開示 部分開示 不開示 その他 却下 棄却 認容 その他

町長 １３ ６ ６ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

議会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教育委員会 ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監査委員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審査委員会

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 １５ ６ ７ １ １ ０ ０ ０ ０ ０

▶お問い合わせ先
　町企画課
　 TEL 096‐234‐1154（内線 236）
　klg104@town.kosa.lg.jp

消

防

設

備

士

試

験

の

実

施

に

つ

い

て
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Monthly Information

　
上
益
城
消
防
組
合
で
は
、
平
成

26
年
度
消
防
職
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

　
消
防
職
　
５
人
程
度

▼
受
験
資
格

　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

▼
試
験
日
時
お
よ
び
試
験
会
場

・
第
一
次
試
験

　
９
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
30

　
分

　
県
立
御
船
高
等
学
校

・
第
二
次
試
験

　
11
月
上
旬

※
試
験
会
場
は
、
第
一
次
試
験
合

　
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
７
月
28
日
（
月
）
〜
８
月
15
日

（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
15
日
　

　（
金
）
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

▼
受
験
願
書
請
求
先

　
上
益
城
消
防
署
お
よ
び
山
都
消

　
防
署

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
５
９

　　
県
で
は
、
計
画
的
な
鳥
獣
の
保
護

管
理
を
行
う
た
め
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

な
ど
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
に
、

狩
猟
免
許
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

▼
試
験
の
区
分

・
網
猟
免
許
（
網
を
使
用
す
る
猟
）

・
わ
な
猟
免
許
（
箱
わ
な
な
ど
を
使

　
用
す
る
猟
）

・
第
一
種
銃
猟
免
許
（
ラ
イ
フ
ル
、

　
散
弾
、
空
気
銃
を
用
い
る
猟
）

・
第
二
種
銃
猟
免
許
（
圧
縮
ガ
ス
を

　
利
用
し
た
空
気
銃
を
用
い
る
猟
）

▼
日
程
お
よ
び
場
所

・
第
２
回
試
験

　
７
月
13
日
（
日
）

　
県
庁
本
館
地
下
大
会
議
室

・
第
３
回
試
験

　
８
月
２
日
（
土
）

　
阿
蘇
総
合
庁
舎
大
会
議
室

・
第
４
回
試
験

　
８
月
24
日
（
日
）

　
天
草
総
合
庁
舎
大
会
議
室

・
第
５
回
試
験

　
12
月
13
日
（
土
）

　
県
庁
本
館
地
下
大
会
議
室

・
第
６
回
試
験

　
平
成
27
年
１
月
31
（
土
）

　
県
庁
本
館
地
下
大
会
議
室

▼
申
請
書
類
の
請
求
先

・
県
上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

・
県
環
境
生
活
部

・
一
般
社
団
法
人
熊
本
県
猟
友
会

▼
申
請
書
類
の
受
付
期
限

　
各
試
験
実
施
日
の
10
日
前
ま
で

　
試
験
会
場
や
試
験
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
自
然
保
護
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
５

　
国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生
の

皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
お
よ
び

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、

中
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
て
税

に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
作
文
の
テ
ー
マ

　
自
分
や
家
族
の
体
験
を
通
し
て
、

税
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど
、
税

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結

構
で
す
。

▼
字
数

　
８
０
０
〜
１，

２
０
０
字
以
内

▼
応
募
締
め
切
り

・
中
学
生
　
９
月
４
日
（
木
）

・
高
校
生
　
９
月
５
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

　
URLh

ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o.jp

高

校

生

の

税

の

作

文

を

募

集

し

て

い

ま

す

上
益
城
消
防
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験
の
受
験
者
募
集

狩

猟

免

許

試

験

の

実

施

本町出身の高校生が九州大会へ出場して活躍　〜ハンドボール・陸上競技〜
Sports

■第 64 回全九州高校ハンドボール競技大会出場

　６月14日（土）・15日（日）山鹿市で全九州高等学

校ハンドボール競技大会が開催され、米田昇汰郎選手

（熊本マリスト学園高３年・吉田区）が出場しました。

　米田選手は、中学まではバスケットボールで汗を流

し、ハンドボールは高校生になってから始めました。

■第 67 回南九州高校陸上競技大会出場　

　６月 12 日（木）〜 15 日（日）沖縄県で南九州高

校陸上競技大会が開催され、境慎太郎選手（熊本中央

高３年・上豊内区）が 5,000㍍競歩、梅本龍太選手

（熊本工高３年・和田内区）が 5,000㍍走、梅本祥太

選手（九州学院高３年・和田内区）が 3,000㍍障害走

にそれぞれ出場しました。

　境選手は 22 分６秒 99 のタイムで優勝。梅本祥太

選手は９分 15 秒 85 で３位に入賞しました。

　入賞した境選手と梅本祥太選手は、九州の代表とし

て７月 30 日（水）から山梨県で開催されるインター

ハイに出場することが決まり、境選手は 2020 年に開

催される東京オリンピックの特別強化指定選手に選ば

れました。

　インターハイでの２人の活躍が期待されます。

◀
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
米
田
選
手
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
15
歳
以
上
の
人
は
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

　
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
が

あ
る
人
は
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。

　
４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学

士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。

　
１
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
人
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
人
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
人
な
ど
の
募
集
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
出
願
期
限

　
８
月
31
日(

日
）　

※
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
差
し
上

　
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

　
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先

の
大
戦
で
父
な
ど
を
な
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
計
画
地
域
や
日
程
な
ど
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本

遺
族
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
参
加
費

　
９
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

　
帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手

　
数
料
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

※
燃
料
費
の
高
騰
、
円
安
な
ど
諸

　
般
の
事
情
に
よ
り
値
上
げ
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
資
格

・
戦
没
者
の
遺
児
で
あ
る
こ
と

・
今
回
実
施
す
る
地
域
内
の
人
で

　
あ
る
こ
と

※
前
回
参
加
か
ら
５
年
を
経
過
し

　
た
参
加
者
は
、
２
回
目
を
応
募

　
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
遺
族
会

　
TEL
０
３
‐
３
２
６
１
‐
４
４
２
１

　　
　
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の
悩
み
を

お
受
け
す
る
「
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た

め
の
全
国
一
斉
電
話
相
談
」
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

　
ご
希
望
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
の
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
匿
名
で
の
相

談
可
能
で
、
相
談
さ
れ
た
内
容
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
日
曜
日
・
祝
日
、
８
月
10
日

　（
日
）
〜
17
日
（
日
）、
12
月
27
日

　（
土
）
〜
平
成
27
年
１
月
４
日

　（
日
）
は
除
き
ま
す
。

※
来
訪
に
よ
る
ご
相
談
も
受
け
付
け

　
ま
す
。（
要
予
約
）

▼
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
TEL
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
東
京
都
港
区
芝
大
門
）

　
URLh

ttp://w
w
w
.jin
ken
.or.jp/

　
県
で
は
、
森
林
の
持
つ
多
様
な
機

能
や
自
然
の
魅
力
を
県
民
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
３

回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室
を
球

磨
郡
水
上
村
の
「
市
房
山
キ
ャ
ン
プ

場
」
で
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　
７
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
）

※
小
雨
の
場
合
は
開
催
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所

　
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場
（
球
磨
郡
水

上
村
）

▼
内
容

　
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
４
合
目

の
市
房
神
社
ま
で
登
り
な
が
ら
、
市

房
山
の
歴
史
、
森
林
生
態
系
お
よ
び

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

▼
募
集
定
員

　
40
人

▼
参
加
費

　
５
０
０
円
（
保
険
料
お
よ
び
資
料

代
、
小
学
生
以
下
３
０
０
円
）

▼
申
し
込
み
方
法

　
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
へ
の
参
加
者
募
集

ｅ
開
催

ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

放

送

大

学

10

月

生

募

集

の

お

知

ら

せ

ｒ
募
集

第13回甲佐町会長杯ビーチボールバレー大会
Sports

● 主 催・ 甲 佐 町 ビ ー チ ボ ー ル バ レ ー 協 会（ 山 下 繁 樹 会 長 ） ● 期 間・ ５ 月 21 日（ 水 ）・23 日（ 金 ） ● 会 場・ 甲 佐 小 学 校 体 育 館

▲

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ｊ
Ｉ
Ｎ

　（
フ
リ
ー
の
部
優
勝
）

●フリーの部（参加12チーム）

・優勝　SUPER JIN（仁田子）

・準優勝　田原フリーキングダム

・３位　SUNLINE（龍野）

・３位　弱くても勝てます（岩下一区）

▲

ス
ウ
ィ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ

　（
50
歳
以
上
の
部
）

●50歳以上の部（参加４チーム）

・優勝　スウィートフィッシュ（上豊内）

・準優勝　横田Ａ

・３位　府領ファイターズ

・４位　上早川ファイターズ

第
３
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験

教

室

を

水

上

村

で

開

催
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を
記
載
し
て
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

▼
お
申
し
込
み
先

　
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保
全
班

　
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
記

　
載
不
要
）　

　
FAX
０
９
６
‐
３
８
５
‐
６
２
７
４    

　
sh

in
rin
h
o
ze
n
@
p
re
f.

　
　k

u
m
a
m
o
to
.lg
.jp

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
森
林
保
全
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
０

　

 

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
無
料
の

登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈

与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
、
熊
本
地
方
法
務
局
職

員
が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

▼
日
時

　
７
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き

　
ま
す
。

▼
会
場

　
御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
25

年
に
編
さ
ん
し
た
『
新
甲
佐
町

史
』
に
掲
載
さ
れ
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
甲
佐
の
歴
史
に
つ
い
て

学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
加
藤
清
正
に
ま
つ
わ

る
伝
承
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
、

甲
佐
に
存
在
す
る
多
く
の
遺
構
に

つ
い
て
、『
新
甲
佐
町
史
』
の
執

筆
時
に
新
た
に
収
集
さ
れ
た
新
資

料
を
基
に
検
証
し
ま
す
。

▼
研
修
テ
ー
マ

　「
検
証
！
緑
川
を
め
ぐ
る
伝
承
」

▼
講
師

　
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

佐
藤
征
子(

元
町
史
編
集
委
員

長)▼
開
催
日
時

　
８
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時

▼
場
所

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料

　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　(

内
線
３
２
２)

　
k

lg
1
1
0
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

　
県
内
で
、
警
察
官
を
か
た
っ
た
不

審
電
話
が
続
発
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
…

・「
警
察
で
、
盗
撮
犯
人
を
捕
ま
え

　
て
い
ま
す
。
犯
人
が
持
っ
て
い
た

　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
、
あ
な
た
の
お

　
宅
の
家
の
中
の
様
子
が
映
っ
て
い

　
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
不
安
を
あ

　
お
り
、
卑
わ
い
な
こ
と
を
聞
き
出

　
そ
う
と
す
る
電
話

・「
あ
な
た
の
通
帳
が
偽
造
さ
れ
て

　
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
取

　
り
に
行
き
ま
す
」
な
ど
と
詐
欺
事

　
件
の
可
能
性
が
高
い
電
話

　
警
察
か
ら
こ
の
よ
う
な
電
話
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
同
様
の
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
、
相
手
の
質
問
に
応
じ
て
個
人

情
報
を
話
さ
ず
に
、「
こ
ち
ら
か
ら

連
絡
し
ま
す
」
と
言
っ
て
警
察
署
名
、

警
察
官
の
係
名
、
名
前
、
連
絡
先
を

聞
き
、
一
旦
電
話
を
切
っ
て
、
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
　

　（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～７月～
 Event

法

務

局

に

よ

る

無

料

登

記

相

談

所

ｃ
く
ら
し
安
全

警

察

官

を

か

た

る

不

審

な

電

話

に

ご

注

意

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

７月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン
甲佐小学校体育館・毎週月曜日

７月７日（月）午後７時30分
７月14日（月）午後７時30分
７月28日（月）午後７時30分

●少年柔道
甲佐中学校武道館「甲心館」・毎週月・水・金曜日

７月２日（水）午後７時
７月４日（金）午後７時
７月７日（月）午後７時
７月９日（水）午後７時
７月11日（金）午後７時
７月14日（月）午後７時
７月16日（水）午後７時
７月18日（金）午後７時
７月23日（水）午後７時
７月25日（金）午後７時
７月28日（月）午後７時
７月30日（水）午後７時

●卓球
町生涯学習センター・毎週水・金曜日

７月２日（水）午後７時30分
７月４日（金）午後７時30分
７月９日（水）午後７時30分
７月11日（金）午後７時30分
７月16日（水）午後７時30分
７月18日（金）午後７時30分
７月23日（水）午後７時30分
７月25日（金）午後７時30分
７月30日（水）午後７時30分

●サッカー教室

緑川グラウンド・毎週木・土曜日

７月３日（木）午後７時
７月５日（土）午後５時30分
７月10日（木）午後７時
７月12日（土）午後５時30分
７月17日（木）午後７時
７月24日（木）午後７時
７月31日（木）午後７時

●バスケットボール教室
甲佐小学校体育館・毎週火曜日

７月１日（火）午後８時
７月８日（火）午後８時
７月15日（火）午後８時
７月22日（火）午後８時
７月29日（火）午後８時

●ジュニアバスケット教室

白旗小学校体育館・火曜日、甲佐小学校体育館・土曜日

７月１日（火）午後７時30分
７月５日（土）午前９時
７月８日（火）午後７時30分
７月12日（土）午前９時
７月15日（火）午後７時30分
７月19日（土）午前９時
７月22日（火）午後７時30分
７月26日（土）午前９時
７月29日（火）午後７時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL096-234-2447（内線325）
　klg110@town.kosa.lg.jp

●龍野小学校児童の作品展

▼期間　７月１日（火）～21日（月）

▼内容　「笑顔を広げる龍野っ子」

みんな笑顔で柔道頑張ってます。

楽しい友だちが待ってるよ！会員募集中！

少年柔道教室の

皆さん

『
新
甲
佐
町
史
』
歴
史
研
修
会

「
検
証
！
緑
川
を
め
ぐ
る
伝
承
」

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096 ‐ 234 ‐ 2447　klg110@town.kosa.lg.jp

▲

６
月
の
展
示
会

　「
写
団
グ
リ
ー
ン
作
品
展
」
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［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仲
良
く
な
り
し
児
童
ら
は
下
校
の

た
び
に
声
を
掛
け
く
る�

内
田
乃
武
子

雨
模
様
苗
床
の
箱
置
く
最
中
蛙
よ
鳴
く
な
雨
を
降
ら

す
な�

塚
原
　
暁
益

友
逝
き
て
頭ず

の
中
白
き
風
が
吹
き
鶯
の
声
冴
え
冴
え

と
聞
く�

松
本
ぬ
い
子

ひ
さ
び
さ
に
蛍
一
匹
舞
う
庭
に
過
去
の
乱
舞
を
懐
か

し
み
居
り
　�

上
村
や
す
美

田
植
え
前
の
準
備
終
わ
り
し
田
の
中
に
白
鷺
の
群
れ

虫
を
食
べ
お
り�

赤
星
　
文
子

店
頭
の
一
輪
百
円
を
二
輪
求
め
き
う
ぶ
き
炊
く
心
豊

か
に�

塚
本
　
俊
子

足
萎
え
の
吾
の
眼
ま
な
こ
は
右
左
自
在
に
舞
え
る
白
き
蝶
追

う�

森
田
　
房
恵

草
の
根
を
掘
る
手
暫
く
止
め
さ
す
芋
か
た
ば
み
の
優

し
き
花
に�

上
村
　
か
ず

鉢
巻
き
を
凛
々
し
く
締
め
て
競
い
合
う
人
ら
の
笑
顔

童
の
ご
と
し�

緒
方
　
明
美

湯
の
宿
の
溢
れ
出
る
湯
に
浸
り
つ
つ
体
を
癒
す
心
を

癒
す�

吉
永
由
紀
子

特
老
の
大
方
の
人
耳
遠
く
卓
囲
み
て
も
静
か
に
過
ご

す�

内
山
タ
ミ
エ

掘
り
立
て
の
じ
ゃ
が
い
も
ゆ
で
て
夕
餉
に
は
塩
だ
け

の
味
香
り
も
旨
し�
赤
星
　
延
子

聞
き
取
れ
ぬ
ま
ま
に
頷
く
吾
に
笑
む
あ
の
人
何
と

言
っ
た
の
だ
ろ
う�

渡
辺
　
幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
終
わ
る
」

急
い
で
も
の
ん
び
り
し
て
も
終
わ
る
日
々�

早
　
　
彦
喜

樹
々
芽
吹
き
春
は
終
わ
っ
て
夏
が
来
る�

松
本
ぬ
い
子

農
作
業
終
わ
り
な
き
汗
日
々
忙
し�

　
伊
豆
野
ヤ
エ

若
田
さ
ん
大
役
終
え
て
無
事
帰
還
　�

　
古
閑
チ
ヨ
ミ

　
　
　「
押
す
」

善
人
の
仮
面
の
ま
ま
で
押
し
通
す�

清
川
み
ど
り

若
い
人
に
背
中
押
さ
れ
て
阿
蘇
旅
行�

布
田
　
愛
子

後
押
し
を
頼
む
と
友
が
立
候
補�

林
　
　
雅
之

失
敗
の
骨
は
拾
う
と
妻
が
押
す�

渡
辺
　
幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

あ
つ
い
　
風
呂
は
天
日
の
沸
か
し
お
る�

み
ど
り

あ
つ
い
　
北
海
道
で
熱
射
病�

千
　
恵

あ
つ
い
　
化
粧
し
て
若
返
ら
し
た�

　
梅
　
香

あ
つ
い
　
聞
き
し
に
勝
る
面
の
皮�

光
　

あ
つ
い
　
歳
重
ね
て
も
親
心�

靖
　
枝

あ
つ
い
　
川
で
泳
い
で
痩
せ
ま
し
た�

公
　
美

あ
つ
い
　
何
時
ど
ま
読
ん
で
終
う
ど
か�

陽
　
子

あ
つ
い
　
冷
た
い
ビ
ー
ル
飲
も
ご
た
る�

愛
　
子

あ
つ
い
　
孫
の
額
が
む
ぞ
う
な
げ�

レ
イ
コ

あ
つ
い
　
指
ァ
耳
た
ぶ
ィ
ま
っ
し
ぐ
ら�

直
　
美

う
た
ご
よ
み
　
～ 

文
月 

～

職業体験でおとずれた竜野保育園で園児たちとハイタッチする甲佐中学校の生徒たち（竜野保育園）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

上早川　佐村　優
ゆ う

寿
と

　男　寿　生

上　揚　赤星　美
み ゆ

結　女　　出　

下横田　木村　優
ゆ う

杏
あ

　女　雄　介

大　町　古田　茉
ま

琴
こ

　女　昭　憲

仁田子　岩下　愛
あ い

莉
り

　女　祐　輝

【お詫びと訂正について】

先月号に掲載しました「お誕生お

めでとう」欄に誤りがありました

のでお詫びして訂正し、再掲しま

す。

白　旗　山下　煉
れ ん

二
じ

　男　祐　二

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,351 △1

女 5,980 △1

計 11,331 △2

世帯数 4,280 2

平成26年５月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひ と の 動 き （敬称略）

５月11日（日）〜６月10日（火）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①ナスを洗ったら1.5㌢くらい

の輪切りにして、薄めの塩水

につけておきます。

②５〜６分ほどつけたらキッチ

ンペーパーで余計な水を取り

ます。

③深めの小皿に、からし、しょ

うゆ、マヨネーズを入れ、よ

く混ぜ合わせます。

④ナスの片側に③を塗り、かつ

お節をぱらぱらと振ります。

２枚１組にしてサンドイッチ

のように挟みましょう。

⑤フライパンにサラダ油を入れ

て熱し、④を中火で焦げ目が

付くまでじっくり焼きます。

※はがれやすいので、フライ返

しなどで丁寧にゆっくり返し

てください。

⑥両面に焦げ目がついたら出来

上がりです。

※出産を控えている人、ぜんそくの

人やよく咳き込む人は、ナスに含

まれる成分で症状を悪化させる可

能性があるので食べ過ぎないよう

にしましょう。

　　一般的に、夏の野菜は体を

冷やすとされ、昔から「〜は嫁
に食わすな」と言われています。

　ナスは７〜９月が旬の夏野菜
です。色つやの良いもの、トゲ

のあるヘタが付いているものを

選ぶのが良いナスを選ぶポイン

トです。また、ヘタの切り口が

変色しているものは、古い証拠

ですから気を付けてくださいね。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ナスの挟み焼き

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　田　口　藤本　　大　

　　妻　芝　原　光永　恵　理

　　夫　下横田　福永　浩　紀

　　妻　熊本市　岩永　みゆき

　　夫　熊本市　幸　　信　博

　　妻　西寒野　小島　由佳子

材　料（４人分）

ナス …………………………４本
かつお節 ………………好みの量
サラダ油 ………………小さじ２
しょうゆ ………………大さじ１
マヨネーズ ………大さじ４〜５
からし ………………………少量

［

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

芝　原　宮本　茂子　87　茂　子

大　町　西川ハジメ　95　ハジメ

早　川　早　　昭吉　85　民　子

上早川　佐村ミスエ　89　ミスエ

下横田　佐藤　祐子　77　松　雄

［

［

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
台
風
や
大
雨

の
発
生
が
特
に
多
く
な
り
、
災
害
が

起
こ
る
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
６
月
24
日
（
火
）、
関
東
甲
信
地

方
を
中
心
に
ひ
ょ
う
や
雷
を
伴
っ
た

激
し
い
雨
が
降
り
、
一
部
の
地
域
で

床
上
浸
水
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
は
局
地
的
な
大
雨
が
原
因
で
す

が
、
被
害
に
遭
っ
た
地
域
の
地
形
は

水
が
流
れ
込
み
や
す
か
っ
た
こ
と
が

被
害
を
大
き
く
し
た
そ
う
で
す
。
本

町
に
も
、
緑
川
な
ど
の
大
雨
の
と
き

に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
の

あ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
の
怖
い
と
こ
ろ
は
、
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
今
月
号
の
「
防
災
特

集
」
で
は
、
突
然
起
こ
る
災
害
に
ど

う
備
え
る
か
、
緊
急
時
に
ど
う
行
動

す
べ
き
か
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
ご
家
庭
で
の
災
害
へ
の
準

備
を
確
認
し
て
、
も
し
も
の
と
き
に

備
え
ま
し
ょ
う
。
　�

（
み
）

編

集

後

記
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こうさ広 報

Kosa
Style
こうさ スタイル

なりまつ きみこ / 熊本県日

本画協会展・水墨画の部で、

昨年は「琉球の館」で奨励賞

を受賞し、今年は「茅葺の

里」で県文化協会賞を受賞。

成松 貴美子さん
Narimatsu Kimiko

〔浅井区〕

　「
観
て
い
る
だ
け
で
、
ま
た
昔

な
が
ら
の
茅
葺
（
か
や
ぶ
き
）
の

里
の
温
か
さ
を
味
わ
え
る
絵
に
し

た
か
っ
た
」
と
語
る
の
は
、
第
36

回
県
日
本
画
協
会
展
の
水
墨
画
の

部
で
、
県
文
化
協
会
賞
を
受
賞
し

た
成
松
貴
美
子
さ
ん
。

　
旅
行
先
で
偶
然
出
会
っ
た
、
京

都
府
美
山
町
の
茅
葺
屋
根
の
重
な

り
の
美
し
さ
を
際
立
た
せ
た
作
品

「
茅
葺
の
里
」。
水
墨
画
の
特
徴
で

あ
る
墨
の
濃
淡
と
明
暗
で
、
茅
葺

屋
根
の
懐
か
し
さ
と
連
な
る
民
家

の
奥
行
き
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　「
絵
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
観
る
の

も
描
く
の
も
好
き
で
、
今
ま
で
に

俳
画
、
水
彩
画
や
油
絵
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
絵
画
に
挑
戦
し
た
」
と
振

り
返
る
成
松
さ
ん
。「
自
分
に

と
っ
て
絵
画
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
出
会
わ
せ
て
く
れ
る
大
切
な
も

の
。
水
墨
画
と
の
出
会
い
も
、
講

師
の
先
生
の
作
品
に
ほ
れ
込
み
、

自
分
も
描
い
て
み
た
い
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
」
と
笑
顔
で
語
る
。

　
水
墨
画
は
、
墨
の
１
色
で
線
や

ぼ
か
し
を
使
い
表
現
す
る
絵
画
。

初
め
に
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
下
図
用

の
紙
に
墨
で
形
を
取
り
、
そ
の
上

に
清
書
用
の
和
紙
を
置
い
て
丹
念

に
筆
で
描
く
。「
水
墨
画
の
白
の

部
分
は
紙
の
色
な
の
で
、
墨
を
入

れ
す
ぎ
る
と
取
り
返
し
が
つ
か
な

く
な
る
と
こ
ろ
が
難
し
い
。
受
賞

作
品
で
は
、
連
な
る
茅
葺
屋
根
の

奥
行
き
感
を
白
と
黒
の
濃
淡
と
明

暗
を
意
識
し
て
使
い
、
上
手
く
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
制
作

時
の
苦
労
を
語
っ
た
。

　「
絵
画
に
は
必
ず
意
味
を
持
た
せ

て
、
観
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
る
」
と
成
松
さ
ん
。「
今
ま
で

に
描
い
た
た
く
さ
ん
の
絵
画
に
も
、

家
族
へ
の
『
あ
り
が
と
う
』
の
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
絵
画

を
通
し
て
、
普
段
は
伝
え
切
れ
な

い
こ
と
を
大
切
な
人
へ
届
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
」
と
絵
画
と
共
に

過
ご
す
日
々
を
大
切
に
生
き
る
。

　「
水
墨
画
は
、
ま
だ
ま
だ
勉
強

中
」
と
話
す
成
松
さ
ん
。「
ま
だ

慣
れ
な
い
け
れ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

絵
画
を
通
し
て
学
ん
だ
表
現
力
を

水
墨
画
に
も
生
か
し
て
、
大
切
な

人
へ
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

な
作
品
を
描
い
て
い
き
た
い
」
と

微
笑
ん
だ
。

大
切
な
想
い
を
墨
に
込
め
て

濃
淡
と
明
暗
で
描
く
水
墨
画


